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ハンドボールにおける教育環境に関する事例研究

第 1章　序　論

　大学部活動の指導者は 1 年間のスパンでコーチ
ング回路 1）を作動させ，実践している．
　筆者は，急きょシーズン途中に退任した前任監
督の後を引き継ぎ，2016 年 7 月に中部大学ハン
ドボール部の監督に就任した．前任監督である蒲
生晴明氏は，2 度の男子日本代表監督を務めた経
験を持つ日本屈指の指導者である．筆者は，学生
達をどう育成していけば良いのかについて毎日考
えていた．学生達を取り巻く環境をより良いもの
にしていくことで学生達を成長させてあげられる
のではないかと考えたことが研究着手の動機であ
る．
　宮原 2）は，「環境は，大きく分けて物理環境・
時間環境・気象環境・情報環境の 4 つに分けられ
る」と述べ，さらに，人間の成長や発達に，特に
大きな影響を与える教育環境については，「情報
環境であり，物理的世界について認識を通して構
成される心理的環境である」と述べている．愛知
教育大学・静岡大学教育学研究科（後期 3 年博士
課程）共同教科開発専攻 3）では，教科開発学の
専攻の分野の一つとして「教育環境学」が設置さ
れており，「子ども，学校，地域，社会を含めた
幅広い学校教育を取り巻く多様な環境領域を体系
的に研究し，教科の土台や基盤を追求」するため
に，様々な教育環境領域において研究が進められ
ている．このように，学生をとりまく環境が私た
ちに大きな影響を与えていることは言うまでもな
いことであり，すべての学生にとって，「教育環境」
が重要なことは明らかである．
　組織が保有する資源について八代 4）は，「企業
の経営活動において必要とされる経営資源は，人

的資源，物的資源，財務的資源，情報資源の 4 つ
に分類されることが多い．体育・スポーツ経営体
においても，これら経営資源を組み合わせること
により，体育・スポーツ事業へと結びつけること
になる」と述べている．これらを宮原が述べた教
育環境に当てはめてみると，「心理的環境」は，「物
理的世界について認識を通して構成されるもの」
であるため，「組織が保有する物理的な資源につ
いての認識を通して構成されるもの」と読み替え
ることができると考えられる．また，「情報環境」
は，「情報資源」と読み替えることができると考
えられる．
　以上を踏まえ，本研究では，中部大学ハンドボー
ル部が保有する「教育環境」を「人的資源，物的
資源，財務的資源，情報資源で構成される環境」
と定義する．
　本研究は，2 つの事例研究から得られた教育環
境に対する知見を基に，今後の中部大学ハンド
ボール部にとっての理想的な教育環境を構築して
いくために有用な一資料を得ることを目的とす
る．
　第 2 章は，中部大学ハンドボール部における指
導に関する事例研究である．この事例研究では，
同一チームを指揮した 2 人の指導者の実践知と実
際の試合内容とを比較し考察することで，指導者
である人的資源とその指導者の指導法である情報
資源に関する知見を得ることが目的である．第 3
章は，短期間の韓国へのハンドボール留学が選手
に与える影響に関する事例研究である．この事例
研究では，49 日間のハンドボール留学が 2 人の
学生に及ぼした影響について，留学前後のハンド
ボール観などの意識の変容を質的に明らかにする
ことで，理想的な教育環境についての知見を得る
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ことが目的である．第 4 章は，総合考察である．
2 つの事例研究により得られたそれぞれの教育環
境に対する知見についての考察を行い，それを基
に今後の中部大学ハンドボール部にとって理想的
な教育環境の構築についての具体的な提案を行っ
た．

第 2章　�ハンドボールにおける指導に関する
事例研究：2016年度中部大学ハンド
ボールチームを指揮した 2人の指導
者の語りとゲーム分析を手がかりに

　大学ハンドボール界を代表するチームの 1 シー
ズンにおける，同一チームを指揮した 2 人の指導
者の実践知と実際の試合内容とを質的，量的の両
面から比較検討し，考察することで，指導者であ
る人的資源とその指導者の指導法である情報資源
に関する知見を得ることを目的とした．
　対象チームは，東海学生連盟に所属する中部大
学男子ハンドボールチームである．研究方法は，
量的研究ではゲームパフォーマンス分析を用い
て，2 人の指導者が率いた春季リーグ戦期間と秋
季リーグ戦期間の各 9 試合の各シュートエリアで
のシュートおよびミスの生起数を求め，比較検討
した．また，質的研究では，2 人の指導者にイン
タビュー調査を実施し，発言内容をまとめたテク
ストを作成し，それぞれの内容を質的に分析した．

　その結果，①指導者が変わっても前任監督の考
え方がチームと選手に浸透していたこと，②前任
監督のチーム構想を後任監督も引き継ぐことで
チームは成長したこと，という知見が得られた．

第 3章　�短期間の韓国へのハンドボール留学が
選手に与える影響に関する事例研究

　本研究では，49 日間の韓国へのハンドボール
留学が 2 人の大学生にもたらした，ハンドボール

観などの意識の変容について，質的研究法を用い
て，留学へ行く前と行った後のインタビュー調査
の内容について質的に分析し，留学前後の学生の
意識がどのようなきっかけでどのように変化して
いったかを明らかにすることを目的とした．
　本調査の対象者が行ったハンドボール留学は，
2 人の対象者である学生が所属する中部大学と学
術交流協定を結ぶ韓国の圓光大学への留学であ
る．期間は，春休みを利用しての 49 日間であった．
調査の流れは，まず，2 人の学生に対して留学前
と後に同じ質問項目の構造化インタビューを行っ
た．留学前後の前後の内容を質的に分析し，キー
ワードを抽出し，キーフレーズとしてまとめた．
2 人の調査者が解釈できないものについては，半
構造化インタビューを用いてひとつひとつの意味
内容を確認し，変化の内容について深く掘り下げ
て意見を聞いていくという作業を行った．
　本研究では，理想の選手像のプレー面と精神面，
技術観，セットディフェンス観，速攻とセットオ
フェンス観すべてにおいて，変化や構築があった
ことが明らかになった．意識の変容をもたらした
きっかけについては，以下のようにまとめた．①
内発的動機付けに基づく，学生の留学に対する主
体的取り組み姿勢である．② 49 日間でもレベル
の高い環境で練習を行ったことである．③チーム
メイト（仲間）との関わりと学び合いである．

第 4章　総合考察

第1節　2つの事例研究から得られた知見について
　第 2 章では，「指導者が変わっても前任監督の
考え方がチームと選手に浸透しており，それを引
き継ぐことでチームは成長した」という知見を得
た．これは，指導者は選手にとって，とても大き
な影響力があると言い換えられるのではないだろ
うか．では，何が影響しているのか．それは指導
者のハンドボール観，すなわち価値観であると考
えられる．宮原 5）は，「教育環境の中で最も大切
なのが，親や教師の持つ価値観である」と述べて
いる．前任監督は 18 年間という長い期間を通じ
て，1 年 1 年チーム作りを行ってきた．その中で
チームや選手に自分の価値観が浸透していったの
だと考えられる．また，価値観というものは長い

表 1　記述的ゲームパフォーマンス分析の結果
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期間の中で形成されるものなので，それを変えよ
うとしても，なかなか変わらないものである．だ
からこそ，前任監督がいなくなった後も，選手た
ちに前任監督の価値観が選手の価値観として残
り，チームを成長させたと考えられる．
　第 3 章では，学生の意識の変容をもたらした
きっかけについて「内発的動機付けに基づく，学
生の留学に対する主体的取り組み姿勢である」「49
日間でもレベルの高い環境で練習を行ったことで
ある」「チームメイト（仲間）との関わりと学び
合いである」という知見を得た．研究において留
学を経験した学生は，「レベルの高い環境」とい
う人的資源と「チームメイトとの関わり」という
情報資源が相乗効果を生み出した結果，内発的動
機付けを高めたと考えられる．鈴木ら 6）は，「各
スポーツ独自の楽しさは，そのスポーツ独自の技
能を介して認知されると考えられている．特定の
スポーツに対する内発的動機付けを強化するため
には，そのスポーツ独自の楽しさをより深く体験
できるように，練習を通じてそのスポーツ独自の
技能を向上させていく必要がある」と述べている．
ハントら 7）は，『豊かな環境とは「応答的な環境」
であり，「応答的環境」によって，子どもの言葉
をはじめとする能力，意欲や自発性，さらには，
他者に対する信頼感が培われていく』と述べてい
る．「応答的環境」について，ハントらによる発
達における相互作用説 7）では，『人間に対して影
響を与えるのは，環境それ自体ではなく，その環
境との間でどういった相互作用が行われるかとい
うことであり，人間が環境に働きかける行為と，
それに応じて環境から「応答」が返ってくること
が重要である』と提唱されている．このことから，
宮原 8）は，『「応答的な教育環境」とは，人間が
環境と「相互作用」を行うことを活性化し，継続
させるための環境からの「応答性」を重視した環
境である』と述べている．つまり，韓国での「チー
ムメイトとの関わりと学び合い」は，内発的動機
付けを高める「応答性」を重視した教育環境であっ
たと考えられる．
　内発的動機付けと豊かな教育環境とされる「応
答的環境」の概念から考えると，学生は「ハンド
ボールが上手くなりたい」と自ら意欲的に韓国留

学を希望し，それに対してレベルの高い韓国の指
導者，チームメイトという人的資源である教育環
境が存在し，それらとの「相互作用」すなわち様々
なやりとりが行なわれ，その過程が貴重な経験と
なり，選手の技術の向上やハンドボール観や精神
面の変化に繋がったと考えられる．
第 2節　理想的な教育環境の構築について
　理想的な教育環境を構築していくためには，教
育環境を構成するすべての要因が，単独で作用す
るのではなく，相乗効果を生み出す必要がある．
得られた知見は， 「指導者は，正しい価値観を持
つべきである」ということ，2 つ目と 3 つ目は，
学生の内発的動機付けを高める要因について整え
ることである．その要因は，「レベルの高い環境」
と「チームメイトとの関わり方のしくみ」である．
以下にそれぞれの知見に対する具体案を述べる．
　1 つ目の知見に対しては，指導者である筆者が
自分自身の正しい価値観を持ち，それを磨いてい
くこと，そして，それを選手に言葉で伝えられる
こと，選手の価値観と自分の価値観のギャップを
理解し，対話が出来ることが大切であると考えら
える．指導者と学生が対話を繰り返すことで，学
生の価値観が少しずつ変化し，さらに学生から学
生へとその価値観が受け継がれ，チーム全体の価
値観として積みあがっていくと考えられる．
　2 つ目の知見に対しては，練習に取り組む意識
を高めるために，学生自身の自己決定感と，こん
な技術を身につけたい，ハンドボールは楽しいと
いう有能さの認知が出来るようにすること，また，
高いプレーの質を体感するために，技術，体力，
精神面での高い質を身に着けた日本最高峰のリー
グに所属する選手と練習を行うことが考えられ
る．
　3 つ目の知見に対しては，仲間同士の関わり合
い，学び合いを提案していきたい．特に大学の部
活動は同学年同士の横のつながりだけでなく，先
輩や後輩といった縦のつながりが存在する．先輩
と後輩の理想的な関係は，先輩が指導者となって
後輩を導く関係であると考えられる．経験をもっ
た先輩との相互作用によって，後輩は成長してい
くというしくみである．また，先輩も自分の持っ
ている経験を相手に伝えるという行為を行う中で
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成長していくことが期待できる．
第 3節　結　語
　これらの知見から得られた具体案は，理想的な
教育環境を構築するために必要な要因の一部から
考えられたものである．よって，本研究で得られ
た具体案は，一資料として取り扱うべきである．
この資料は，今後継続的に様々な事例を積み重ね
ていくことで役立つ情報や知見となると考えられ
る．そこでまず行うべきことは，今回得られた資
料を実践することによる効果について事例的に検
証することであると考える．そうすることによっ
て，本研究を現場に還元できる研究にしたい．
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